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第１４９回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  平成２９年４月１９日（水）午後１時００分～午後１時５５分 

場 所  生活環境学部会議室 

出席者  今岡学長，角田理事，小路田理事，藤原理事，井深理事，成瀬副学長，三成副学長， 

吉村副学長，野村文学部長，林井理学部長，黒子生活環境学部長， 

高田人間文化研究科長，内田，中山，小林，春本，久保，松岡，棚瀬，三木各評議員 

列席者  才脇学長補佐，酒居監事，福田監事，桑原国際課長，木下学務課長，名賀入試課長 

 

議事に先立ち， 

  （１）構成員の交代に伴い，学長から新任構成員の紹介があり，引き続いて，井深理事から新

任列席課長の紹介があった。 

  （２）学長から，資料により平成２９年度学内役職者等及び本学の運営組織における教育研    

究評議会の役割等について確認があった。 

  （３）前回の記録確認。 

 

Ⅰ  審議事項 

１．女性活躍推進法に基づく奈良女子大学行動計画の改定について 

   学長から，資料１により，本学の戦略的な視点から数値目標を上方修正することについて提

案があり，審議の結果，これを承認し，役員会へ付議することとした。また，これに併せて一

部文言を修正することについても説明があり，併せて承認した。続いて，本行動計画を実現さ

せる具体的手段の一つとして，「女性教員の大学の政策・方針決定過程への参画推進に関する

アクションプラン（案）」について説明があり，近日中に策定予定との発言があった。 

 

 ２．学長選考会議委員の選出について 

  学長から，資料２により，国立大学法人奈良女子大学学長選考会議規程に基づき教育研究評

議会から選出される学長選考会議委員４名について，任期満了のため，後任委員選出の依頼が

あった。評議員から，特に学長選考会議の審議事項のうち，学長の業務執行状況の確認を行う

監査の役割を有していることと学長のガバナンス強化との関係性から，選考方法等についての

提案及び意見交換があった。また，今回選出される委員には，今後の学長選考会議でこれらの

課題を認識の上，任務を務めて頂きたいとの意見が評議員からあり，これを確認した。 

審議の結果，野村文学部長，林井理学部長，黒子生活環境学部長及び高田人間文化研究科長

を選出した。 

     野村 鮎子  文 学 部 長 平成２９年４月１日～３１年３月３１日 

     林井 久樹  理 学 部 長 平成２９年４月１日～３１年３月３１日 

     黒子 弘道  生活環境学部長 平成２９年４月１日～３１年３月３１日 
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     高田 将志  人間文化研究科長 平成２９年４月１日～３１年３月３１日 

     ＊任期は，学長選考会議規程第３条により教育研究評議会評議員の任期と同一期間 

  

 ３．その他 

   特になし 

 

Ⅱ 報告事項 

 １．第５３回経営協議会及び第１９３回役員会について 

 学長から，３月１７日に開催された第５３回経営協議会及び３月２３日に開催された第１９

３回役員会の審議概要について，資料３により報告があった。  

 

 ２．国大協通常総会等の報告について 

   学長から，３月１５日に開催された国大協通常総会の審議概要について，資料４により報告

があった。また，国立大学法人を取り巻く最近の動向として，指定国立大学法人への申請状況

について情報提供があった。 

 

 ３．平成２９年度計画について 

 小路田理事から，資料５により文部科学省への提出内容の報告があり，所期の目的を超える

達成となるような確実な実行について，各部局への依頼があった。 

 

 ４．各室等からの報告について 

広報企画室： 

小路田理事から，予備校を会場とした大学説明会や模擬授業を，今年度はさらに拡大して

実施予定であるため，これまでと同様，室員以外の教員への協力依頼があった。 

 

 ５．その他 

 （１）公認心理師資格に関係するカリキュラムへの対応ついて 

学長から，国家資格として平成２９年９月までに法律施行の準備が進められている公認心

理師資格について，４月の検討会において，法施行時に在学している学生が履修しておくべ

きカリキュラムの提示があったため，在学する学生の資格取得への便宜を積極的に支援する

視点から，実習活動を単位化するために，４月１日適用に向けた大学院の規程改正を行うと

ともに，関係する学部・大学院において，後期から必要な科目を新設する予定である旨の報

告があった。 

以上 


